
２

　

清
瀬
駅
南
口
か
ら
歩
く
こ
と
15
分
。

面
積
３
万
５
千
302
平
方
㍍
を
有
す
る

広
大
な
敷
地
内
に
10
棟（
本
部
棟
を
含

む
）の
実
験
棟
や
施
設
を
構
え
る
労
働

安
全
衛
生
総
合
研
究
所
が
あ
り
ま
す
。

清
瀬
地
区
と
登
戸
地
区（
神
奈
川
県
川

崎
市
）に
施
設
を
持
つ
厚
生
労
働
省
所

管
の
独
立
行
政
法
人
で
す
。

　

昭
和
15
年
、
安
全
運
動
の
先
駆
者
・

伊
藤
一
郎
氏
に
よ
る
働
き
か
け
に
よ
っ

て
集
ま
っ
た
寄
付
を
基
に「
厚
生
省
産

業
安
全
研
究
所
」（
港
区
）と
し
て
設
立

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
後
、
昭
和
41
年
に
清
瀬
に
あ
っ
た
日

本
鋼
管
病
院
清
瀬
浴
風
院（
結
核
療
養

所
）
跡
地
に
屋
外
実
験
場
を
設
置
し
、

平
成
４
年
に
は
港
区
か
ら
清
瀬
へ
研
究

所
が
移
転
さ
れ
、
平
成
18
年
に
産
業
安

全
研
究
所
と
産
業
医
学
総
合
研
究
所
が

統
合
さ
れ
、「
労
働
安
全
衛
生
総
合
研

究
所
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
事
業
所
に
お
け
る
災
害
予
防

や
労
働
者
の
健
康
保
持
増
進
、
職
業
性

疾
病
の
病
因
・
診
断
・
予
防
、
そ
の
他

の
職
業
性
疾
病
に
係
る
総
合
的
な
調
査

と
研
究
に
よ
り
、
労
働
者
の
安
全
と
健

康
を
守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
所
に
は
労
働
災
害

防
止
を
目
的
と
し
た「
安
全
・
健
康
・

環
境
研
究
領
域
の
研
究
グ
ル
ー
プ
」の

他
、「
国
際
情
報
・
研
究
振
興
セ
ン
タ

ー
」や
科
学
的
・
専
門
的
知
見
に
基
づ

このコーナー

は、市内在住の

市民編集委員が

市内の主要な施

設を巡って、清

瀬のまちの特徴

を紹介します。

独 立 行 政 法 人 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所
～労働者の安全と健康を守るために～

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
た

設
備
と
研
究
グ
ル
ー
プ

取

材

を

終

え

て

市民編集委員

山本美香さん
（竹丘在住・主婦）

Myブーム＝菓子パン作り

26・3・1

　
働
く
私
た
ち
に
と
っ
て
常
に
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る「
労
働

災
害
」。「
労
働
災
害
」と
は
、
業
務
中
ま
た
は
業
務
に
起
因

す
る
ケ
ガ
や
病
気
、
更
に
は
障
害
や
死
に
至
る
災
害
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　
一
口
に「
労
働
災
害
」と
い
っ
て
も
、
化
学
工
場
で
の
爆

発
災
害
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
中
の
事
故
の
よ
う
に
人
命
に
関
わ

る
大
災
害
か
ら
、
長
時
間
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
よ
る
腰
痛
・

視
力
低
下
な
ど
の
業
務
上
の
疾
病
ま
で
、
ケ
ー
ス
や
職
種
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
今
回
は
、「
労
働
災
害
」を
防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
調
査
や
研
究
を
進
め
る「
独
立
行
政
法
人 

労
働
安

全
衛
生
総
合
研
究
所
」（
梅
園
一
丁
目
）を
紹
介
し
ま
す
。

職場における労働者の安全と健康を守る「独立行政法人
労働安全衛生総合研究所（清瀬地区）」

　

こ
れ
ま
で
、
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
重
大
災
害
に
つ
い
て
原
因
ま
で

考
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

取
材
か
ら
主
な
原
因
は「
作
業
手
順
の

ミ
ス
」「
安
全
に
対
す
る
意
識
の
低
下
」

な
ど
で
、
い
か
に
日
ご
ろ
の
安
全
へ
の

心
構
え
が
大
事
か
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
ま
た
、
研
究
者
の
方
々
の
地
道
な

研
究
を
拝
見
し
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

私
た
ち
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
と
実

感
。「
安
全
安
心
な
ま
ち
」
と
は
何
か

を
考
え
る
と
、
私
た
ち
も
、
も
っ
と「
労

働
災
害
」に
関
心
を
寄
せ
、
何
ら
か
の

ア
ク
シ
ョ
ン（
情
報
交
換
・
発
信
）
を

起
こ
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

独
立
行
政
法
人 

労
働
安
全

衛
生
総
合
研
究
所（
清
瀬
地
区
）☎
491
・

４
５
１
２

お話しいただいた前田さん（中
央）・黒谷さん（右）・古屋さん

労

働

災

害

の

現

状

研
究
テ
ー
マ
の
決
定
は
？

　

研
究
課
題
は「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
」「
基
盤
的
研
究
」「
行
政
要
請
研
究
」

「
受
託
研
究
」な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
、
中
心
と
な
る
の
が「
基
盤
的

研
究
」（
例
：「
斜
面
下
に
お
け
る
落
石

防
止
壁
基
礎
の
耐
衝
撃
性
に
関
す
る
研

究
」
な
ど
）
で
、
災
害
の
発
生
状
況
や

社
会
の
動
き
、
学
界
上
で
の
動
向
、
研

解
析
・
実
験
は

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

　

次
に
研
究
が
行
わ
れ
る
各
実
験
棟
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
伺
っ
た
の
は「
建
設
安
全
実

験
棟
」
の
多
目
的
大
型
実
験
室
で
す
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
屋
根
か
ら
の
墜

落
を
想
定
し
た
実
験
で
、
ハ
ー
ネ
ス

（
安
全
帯
）の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、「
材
料
・
新
技
術
実
験
棟
」で
は
、

ク
レ
ー
ン
に
使
用
さ
れ
る
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

ー
プ
が
劣
化
・
断
線
す
る
仕
組
み
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
施

工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」
で
は
、

土
砂
崩
壊
の
再
現
実
験
を
パ
ネ
ル
で
解

説
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
復
旧
工

事
に
お
い
て
作
業
者
が
生
き
埋
め
と
な

る
二
次
災
害
の
危
険
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
所
で
開
発
さ

れ
た「
土
砂
崩
壊
を
簡
易
に
監
視
す
る

　

前
田
豊
理
事
長
・
黒
谷
一
郎
研
究
企

画
調
整
部
長
・
古
屋
隆
調
査
役
に
、
労

働
災
害
の
現
状
を
伺
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況

（
厚
生
労
働
省
調
べ
）
に
よ
る
と
、
死

傷
者
数（
休
業
４
日
以
上
）
は
11
万
９

千
576
人
、
業
務
上
疾
病
者
数（
休
業
４

日
以
上
）は
７
千
743
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
死
亡
事
故
発
生
率
が
高
い
も
の
を

職
業
別
に
見
る
と
、
建
設
業
が
全
体
の

３
分
の
１
強
を
占
め
、
次
に
製
造
業
、

陸
上
貨
物
運
送
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
田
理
事
長
は
、「
重
大
災
害（
低

頻
度
だ
が
発
生
す
る
と
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
一
時
に
３
人
以
上
の
労
働

者
が
業
務
上
死
傷
す
る
災
害
事
故
）は

注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
高
所
作
業
で

の
墜
落
・
転
落
や
機
械
工
場
で
の
挟
ま

れ
・
巻
き
込
ま
れ
事
故
な
ど
も
重
要
課

題
で
す
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
所
で
は「
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
危
険

が
潜
ん
で
い
ま
す
」と
黒
谷
部
長
。
パ

ン
や
肉
の
ス
ラ
イ
サ
ー
で
指
を
ケ
ガ
・

切
断
す
る
被
害
が
多
く
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
作
業
効
率
・
安
全
面
・
経
済
性

に
優
れ
た
保
護
具
や
安
全
装
置
の
研
究

が
、
進
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

最新の「両手操作式制御装置付き
スライサー」

設置・使用が容易にでき、土砂崩壊から作業
員などの労働者の安全を守る「表層ひずみ棒」

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
一
般
公
開

①
働
く
人
の「
安
全
」に
関
す
る
研
究

　
施
設
公
開（
清
瀬
地
区
）

日
時　

４
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

５
時

②
働
く
人
の「
健
康
」に
関
す
る
研
究

　
施
設
公
開（
登
戸
地
区
）

日
時　

４
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

５
時

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

同
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w.jniosh.go.jp/announce/

2014/open14/

ま
た
は
左
記
へ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

①
同
研
究
所（
清
瀬
地
区
）

☎
491
・
４
５
１
２
②
同
研
究
所（
登
戸

地
区
）☎
044
・
865
・
６
１
１
１

究
者
の
専
門
性
な
ど
の
観
点
か
ら
総
合

的
に
判
断
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
は
重
点
研

究
課
題
と
し
て
、
13
課
題
の「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
」（
人
材
と
研
究
費
な
ど
、

研
究
資
源
を
集
中
さ
せ
て
数
年
で
問
題

解
決
を
図
る
研
究
）が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。「
そ
の
他
、
震
災
復
旧
工
事
の
際

の
安
全
や
近
年
増
加
す
る
第
三
次
産
業

（
小
売
店
・
医
療
関
係
）
な
ど
、
産
業

の
変
化
を
見
据
え
た
災
害
防
止
に
も
努

め
て
い
ま
す
」と
前
田
理
事
長
は
話
さ

れ
ま
し
た
。

装
置『
表
層
ひ
ず
み
棒
』」も
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
斜
面
の
小
さ

な
変
化
か
ら
土
砂
崩
壊
を
予
知
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
お
り
、
作
業
現
場
で
の

普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
機
械
安
全
シ
ス
テ
ム
実

験
棟
」で
は
、
最
新
の
食
品
加
工
用
切

断
機（
両
手
操
作
式
制
御
装
置
付
き
ス

ラ
イ
サ
ー
）や
プ
レ
ス
機
械
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
電
気
安
全
実
験

棟
」の
粉
体
帯
電
実
験
室
で
は
、
粉
体

（
粉
や
粒
）が
帯
電（
物
体
が
電
気
を
帯

び
る
現
象
）し
、
放
電
す
る
様
子
や
簡

単
な
静
電
気
放
電
を
体
験
し
ま
し
た
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　

実
験
や
研
究
の
成
果
な
ど
を
広
く
周

知
す
る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
総
合
研

究
所
で
は
清
瀬
・
登
戸
両
地
区
で
研
究

所
の
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
田
理
事
長
は
、「
研
究
対
象
が
働

く
人
で
あ
る
た
め
、
一
般
公
開
は
企
業

く
労
働
災
害
の
原
因
調
査
を
行
う「
労

働
災
害
調
査
分
析
セ
ン
タ
ー
」な
ど
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
方
が
来
や
す
い
よ
う
毎
年
４
月
の
平

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
職

場
の
安
全
・
衛
生
に
つ
い
て
は
入
社
後

の
教
育
だ
け
で
な
く
、
早
期
教
育
の
必

要
性
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
学

校
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て「
こ
れ
か

ら
も
厚
生
労
働
省
の
労
働
災
害
防
止
計

画
に
沿
っ
て
、
地
域
や
行
政
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
地
道
に
災
害
減
少
に
つ

な
が
る
調
査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
が

使
命
で
す
」と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。


